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                                                                  （単位：百万円） 

区分 予算額 決算額 差額 

（決算－予算）
備考 

収入 

 運営費交付金 

うち補正予算による追加 

施設整備費補助金 

うち補正予算による追加 

 船舶建造費補助金 

 補助金等収入 

 大学改革支援・学位授与機構施設費交付金 

 自己収入 

  授業料、入学料及び検定料収入 

  附属病院収入 

  財産処分収入 

  雑収入 

 産学連携等研究収入及び寄附金収入等 

 引当金取崩 

 長期借入金収入 

 貸付回収金 

 目的積立金取崩 

      計 

42,733

－

2,810

－

－

7,176

73

54,717

9,982

43,986

12

736

16,979

222

1,907

－

2,850

129,470

44,460

0

3,454

7

－

3,930

73

62,055

10,038

48,011

2,026

1,978

19,255

273

3,576

－

4,284

141,364

1,727

0

643

7

－

△ 3,245

－

7,338

56

4,025

2,013

1,242

2,276

51

1,669

－

1,433

11,894

 

（注１） 

 

（注２） 

 

 

（注３） 

 

 

 

（注４） 

（注５） 

（注６） 

（注７） 

 

（注８） 

 

（注９） 

支出 

 業務費 

  教育研究経費 

うち授業料免除（補正予算分） 

  診療経費 

 施設整備費 

うち災害復旧事業 

 補助金等 

 産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 

 貸付金 

 長期借入金償還金 

 大学改革支援・学位授与機構施設費納付金 

      計 

95,561

51,798

－

43,762

4,791

－

7,176

16,979

－

4,962

－

129,470

100,410

51,960

0

48,449

7,103

7

4,037

18,082

－

4,905

－

134,539

4,848

162

0

4,686

2,312

7

△3,138

1,103

－

△56

－

5,069

 

（注１０） 

 

 

 

（注１１） 

 

（注１２） 

（注１３） 

収入－支出 － 6,825 6,825  
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○ 予算と決算の差異について 

（注１） 予算段階では予定していなかった前年度からの繰越額を計上したこと及び特殊要因運

営費交付金等が交付されたことにより、予算額に比して決算額が 1,727 百万円多額とな

っています。 

（注２） 予算段階では予定していなかった前年度からの繰越額を計上したこと等により、予算額

に比して決算額が 643 百万円多額となっています。 

（注３） 大型の補助事業が終了したこと等により、予算額に比して決算額が 3,245 百万円少額

となっています。 

（注４） 診療実績の増加等により、予算額に比して決算額が 4,025 百万円多額となっています。 

（注５） 箱崎地区土地売却の計画時期等の変更に伴い、予算額に比して決算額が 2,013 百

万円多額となっています。 

（注６） 予算段 階では予 定していなかった消 費税 の還付や施設使 用料の増収等により、予算

額に比して決算額が 1,242 百万円多額となっています。 

（注７） 産学連携等研究収入の獲得に努めたこと等により、予算額に比して決算額が 2,276 百

万円多額となっています。 

（注８）予算段階では予定していなかった前年度からの繰越額を計上したことにより、予算額に

比して決算額が 1,669 百万円多額となっています。 

（注９）事業実施時期を変更したことにより、予算額に比して決算額が 1,433 百万円多額となっ

ています。 

（注１０） 診療実績の増加に伴い診療経費が増加したこと等により、予算額に比して決算額が

4,848 百万円多額となっています。 

（注１１） （注２）及び（注８）に示した理由により、予算額に比して決算額が 2,312 百万円多額と

なっています。 

（注１２） （注３）に示した理由等により、予算額に比して決算額が 3,138 百万円少額となってい

ます。 

（注１３） （注７）に示した理由等により、予算額に比して決算額が 1,103 百万円多額となってい

ます。 
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